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広
報

5月18日・19日、西原地区内で、NPOさいはら
としごと塾さいはらが共催する田舎体験ツアーが行わ
れました。初日は、都内からの参加者11名が、そば打
ち体験やホモロコシ餅づくりに挑戦しました。参加者
は、都内ではできない貴重な体験に感動していました。

●田舎体験ツアー
5月1日、新一区集会場で、介護保険制度の勉強会

が行われました。これは、新一区の青老会が企画したも
ので、当日は、市地域包括支援センターの石井孝さんが、
制度についての説明を行いました。参加した75名のみ
なさんは、真剣に話を聴き、制度について学びました。

●新一区青老会介護保険制度勉強会

5月18日、談合坂サービスエリア下り線で、赤十
字キャンペーン2013が行われました。これは、日本
赤十字社山梨県支部が主催するもので、当日は、サー
ビスエリアに立ち寄った約40名の方が参加し、AED
の操作方法などを学びました。

●赤十字キャンペーン2013
5月3日、平野田キャンプ場で、マス釣り大会が行

われました。当日はゴールデンウィーク中であったた
め、市外からも多くのお客さんがマス釣り大会に参加
しました。釣った魚は、その場で焼くなどして食べ、
連休のひとときを楽しく過ごしていました。

●平野田マス釣り大会

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

広報うえのはら 100号記念
表紙の写真は、上野原市最高齢者の吉

よしむらかめお

村亀男さん（棡原地区在住）。なん
と104歳になります。誰よりもながく私たちのまちを見続けてきた亀男さ
ん。広報うえのはらも亀男さんのように、末永くみなさんとともに歩んで
いきたい。そのためにも、一つ一つ努力を積み重ね広報誌づくりに励んで
いきたい。そんな決意を新たにするとともに、この100号記念が広報うえ
のはらの新たな出発となるようにとの想いをこめて、今回の表紙を決めま
した。（広報担当者0）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,806 人 （−40）
男 ● 12,849 人 （− 29）
女 ● 12,957 人 （− 11）

世帯 ● 10,016 世帯（＋  6）
平成 25 年 5 月 1 日現在

（　）内は前月比

広報うえのはら　No.100      24
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3      広報うえのはら　平成 25 年 6 月号　　　　　 広報うえのはら　No100    2

広報うえのはら 100 号記念特集
広報誌で「想い」を伝える

広
報
誌

広
報
誌
「
広
報
う
え
の
は
ら
」
が

今
月
号
で
1
0
0
号
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
17
年
2
月
13
日
の
上
野
原

町
と
秋
山
村
の
合
併
で
生
ま
れ
た
上

野
原
市
。
だ
れ
も
が
期
待
や
不
安
を

抱
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
合
併
か
ら
始
ま
っ
た
「
広
報

う
え
の
は
ら
」
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
や
笑
顔
、
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
『
想
い
』
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
み
な
さ
ん

の
活
動
を
紹
介
し
、
市
の
課
題
な
ど

を
共
に
考
え
、
市
民
と
行
政
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う
な
広
報
誌
を
、
全
力

投
球
で
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、そ
ん
な「
広
報
う
え
の
は
ら
」

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で

広
報
誌
が
み
な
さ
ん
の
手
元
に
届
く

ま
で
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
み
な

さ
ん
が
広
報
誌
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
、
1
0
0
号
に
ち
な
ん

で
1
0
0
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

広
報
誌
の
内
容
は
、
お
知
ら
せ
だ

け
で
な
く
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
や
今
月

号
の
よ
う
な
特
集
記
事
を
交
ぜ
な
が

ら
作
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
話
題
や
企
画
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
広
報
に
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

特
集
記
事
な
ど
は
、
時
期
を
見
計
ら

い
な
が
ら
企
画
を
考
え
ま
す
。

①
企
画

広
報
誌
づ
く
り
で
、
一
番
重
要
で

面
白
い
作
業
が
取
材
で
す
。

昔
か
ら
「
記
事
は
足
で
書
く
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
場
で
み
な
さ

ん
と
ふ
れ
あ
い
、
話
を
聞
く
こ
と
が

広
報
誌
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
取
材
さ
れ
た
記
事
は
迫

力
が
あ
り
、
臨
場
感
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

広
報
誌
は
、
ど
ん
な
情
報
で
も
掲

載
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情
報
内
容
を
確
認
し
て
、
ペ
ー
ジ
を

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
分
か
り
や
す

い
表
記
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
情
報

や
取
材
内
容
を
も
と
に
編
集
し
ま
す
。

編
集
さ
れ
た
記
事
は
情
報
提
供
者
に

一
度
戻
さ
れ
、
内
容
の
確
認
を
行
い

ま
す
。
こ
の
作
業
を
校
正
と
呼
び
ま

す
。

②
情
報

広
報
誌
を
作
成
し
て
い
る
市
企
画

課
に
は
、
多
く
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
各
課
か
ら
の
原
稿
も

届
け
ら
れ
ま
す
。

情
報
、
原
稿
の
提
出
締
め
切
り
は

毎
月
原
則
10
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
有
料
広
告
な
ど
の
掲
載
に
は
、

確
認
作
業
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

お
早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
取
材

④
編
集
・
校
正

⑤
印
刷

⑥
配
送

印
刷
作
業
だ
け
は
、
市
役
所
で
出

来
ま
せ
ん
。
広
報
編
集
ソ
フ
ト
で
作

っ
た
広
報
デ
ー
タ
を
印
刷
業
者
に
渡

し
て
、
写
真
や
文
字
の
刷
り
上
が
り

に
つ
い
て
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

印
刷
し
ま
す
。
刷
り
上
が
っ
た
も
の

は
１
冊
の
広
報
誌
に
製
本
さ
れ
、
市

役
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

市
役
所
に
届
け
ら
れ
た
広
報
誌

は
、
市
職
員
に
よ
っ
て
各
区
ご
と
に

梱
包
し
、
区
長
さ
ん
の
家
に
直
接
ま

た
は
配
送
業
者
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
区
長
さ
ん
が
仕
分
け

し
、
各
家
庭
に
配
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
公
共
施
設
な
ど
に
も
置
い
て
い
ま

す
。

■　広報うえのはらができるまで　■

広報うえのはら 100 号記念特集

棡原たまひよママのお茶会と地域のみなさん

これは、平和行政・広報うえのはら特別企画「千羽鶴を広島と長崎

に」の切取り式折紙（裏面）です。ここへは、あなたの平和への想

いを込めたメッセージを記入してください。
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5      広報うえのはら　平成 25 年 6 月号　　　　　 広報うえのはら　No100    4

　 　　　　平和行政・広報うえのはら特別企画

「千羽鶴を広島・長崎に」
市では、市遺族会と協力して、みなさんが折った折鶴を広

島・長崎に送る、平和行政・広報うえのはら特別企画『千羽
鶴を広島・長崎に』を実施します。
これは、広報うえのはら8月号で「平和」をテーマに特集

記事を掲載することに先駆けて実施するものです。
近年、戦争の悲惨さを後世に伝えづらくなっていること、

各メディアで領土問題や憲法改正の議論が報道されているこ
となど、このような時期だからこそ、いま一度、みなさんと
一緒に『平和』について考えてもらおうと企画しました。
ぜひ、このような趣旨をご理解いただき、みなさんも平和

への想いを折鶴に込めて、千羽鶴を広島・長崎に届けましょ
う。
■募集期間　6月3日（月）〜7月5日（金）の平日
　午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分

■設置場所　市役所談話コーナー（正面玄関横）、秋山
支所・各出張所、市立図書館、市社会福祉協議会、
上野原市立病院

■紙のサイズ　縦 11.7 センチ、横 11.7 センチ
■紙の種類　右ページにある青色の部分を切り取り使

用してください。または、紙のサイズを合わせてい
ただければ、紙の種類、色は問いません。

※集められた折鶴は、市と市遺族会とで千羽にまとめ、
広島平和文化センターと長崎市役所へ届けます。

※詳しくは、お問い合せいただくか、6 月 1 日付けの
回覧をご覧ください。回覧には、鶴の折り方も記載
しています。

■問い合わせ　総務課行政防災担当（☎ 62-3117）
　　　　　　　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

み
な
さ
ん
の
想
い
を

伝
え
た
い

広
報
の
語
源
は
、「P

ublic　

R
elation

」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
）。
直
訳
す
る
と
「
大
衆
・
公
衆

と
の
関
係
」
と
な
り
、
住
民
と
行
政

と
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
行
政
か
ら
の
情

報
を
伝
え
る
「
広
報
」
と
住
民
か
ら

の
意
思
を
伝
え
る
「
広
聴
」
と
が
か

み
あ
っ
た
広
報
活
動
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
広
報
」
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
利
用

し
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
。

し
か
し
、
今
を
生
き
る
多
く
の
方

が
、
ふ
と
気
づ
い
た
時
に
読
む
こ
と

が
で
き
る
広
報
誌
に
は
、
大
変
意
義

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
回
実
施
し
た
「
広
報
誌
100
人
に

聞
き
ま
し
た
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
多
く
の
方
が
、
広
報
誌
を
身
近

に
感
じ
、
市
か
ら
の
情
報
を
得
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

広
報
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
の

広
報
誌
は
、
大
変
重
要
な
ツ
ー
ル
の

一
つ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
誌
は
、
上
野
原
の
歴
史
を
後

世
に
残
す
重
要
な
文
書
」
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
広
報
担
当
者
か
ら
受
け

継
が
れ
た
言
葉
で
す
。
広
報
誌
は
そ

の
時
代
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
ど

ん
な
思
い
で
生
活
し
、
生
き
て
い
た

の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
、
身
近
な
文

書
で
す
。

自
然
豊
か
な
上
野
原
市
で
、
市
内

最
高
齢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
多

く
の
上
野
原
市
民
が
精
一
杯
生
き
て

い
る
。
そ
の
み
な
さ
ん
が
日
々
の
生

活
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
輝
い

て
い
る
様
子
を
紹
介
し
た
い
。
そ
し

て
、
上
野
原
で
暮
ら
す
多
く
の
み
な

さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
想
い
」
を
伝

え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
想
い
を
原
動
力
に
広
報
う
え

の
は
ら
を
作
り
続
け
て
い

き
ま
す
。

今
日
も
広
報
担
当

者
が
カ
メ
ラ
片
手
に

み
な
さ
ん
の
も
と
へ

伺
い
ま
す
。
そ
の
時

は
、
と
っ
て
お
き
の

笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ

い
。

広
報
誌

100
人
に
聞
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

わ
か
る
こ
と

前
の
ペ
ー
ジ
で
説
明
し
た
と
お
り
、

作
成
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
広
報
誌
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
税
金
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の

意
見
は
で
き
る
か
ぎ
り
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
1
0
0
人
の
み
な
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。結

果
を
み
る
と
、
多
く
の
方
が
広

報
誌
を
手
に
取
り
、
読
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
記
事
別
で
見
る
と
、
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
を
増
や
し
て
欲
し
い
」、「
子

ど
も
に
関
連
す
る
情
報
の
充
実
」、「
市

内
で
頑
張
る
女
性
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
新
設
」

な
ど
、
多
く
の
意
見
や
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
集
記
事
や
地

域
に
密
着
し
た
コ
ー
ナ
ー
と
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「みなさんの想いを伝えたい」
この想いを原動力に ! ！

◆性別
男性 44 人
女性 56 人

◆年齢
29 歳以下 14 人
30 歳代 21 人
40 歳代 11 人
50 歳代 4 人
60 歳代 29 人
70 歳以上 21 人

◆読み方
全ページ熟読 15 人
ひと通り目を通す 56 人
自分に関係する記事だけ 21 人
何となく目を通す 7 人
無回答 1 人

◆読む頻度
毎月欠かさず 65 人
気がついた時 28 人
ほとんど読まない 5 人
無回答 2 人

◆読みやすさ
読みやすい 33 人
まあ読みやすい 61 人
やや読みにくい 5 人
読みにくい 0 人
無回答 1 人

◆興味を持って読めた記事（複数選択可）
特集記事 33 人
市民のみなさんに直接か
かわる情報コーナー 48 人

もしもしこちら市長室 !！ 10 人
うえのはら健康家族 23 人
くらしのガイド 28 人
わが家の主役 30 人
スマイルニュース 3 人
The Face of Uenohara 19 人
リンデンだより 8 人
カメラアングル 22 人
おめでたおくやみ 32 人

※実施日　5 月 17 日（金）〜 21 日（火）
※アンケート調査に協力していただいた
みなさん、ありがとうございました。

広報うえのはら 100 号記念特集

切
り
取
り
式
折
紙
（
切
り
取
り
線
）
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6 月は　男女共同参画推進月間

【
大
目
地
区
】

　

中
村
秀
樹
（
日
向
）

　

上
條
忠
好
（
花
坂
）

　

富
田
正
義
（
東
大
野
）

　

田
村
光
雄
（
西
大
野
）

　

梶
原
康
正
（
高
橋
）

　

一
ノ
宮
富
男
（
南
米
沢
）

　

米
山
良
行
（
谷
後
）

　

米
山　

充
（
日
留
野
）

　

水
越
和
人
（
大
田
）

　

水
越
大
生
（
大
沢
）

　

石
井
髙
子
（
恋
塚
）

　

岡
部
公
史
（
犬
目
）

　

伏
見
寛
仁
（
新
田
）

　

奥
秋
仁
美
（
矢
坪
）

　

小
俣
芳
文
（
談
合
坂
）

【
甲
東
地
区
】

　

守
屋
寿
美
男
（
芦
垣
）

　

小
石
卓
司
（
和
見
）

　

小
俣
巳
都
留
（
瀬
渕
）

　

戸
田　

茂
（
東
区
）

　

山
本
正
司
（
西
区
）

　

織
田
寿
文
（
棚
頭
）

　

志
村
友
春
（
萩
野
）

　

和
智
忠
夫
（
野
田
尻
）

【
巌
地
区
】

　

古
家
勝
夫
（
仲
山
・
大
椚
）

　

保
坂
正
英
（
八
ツ
沢
）

　

大
神
田
一
男
（
松
留
）

　

牧
野
博
行
（
牧
野
）

　

岡
部
剛
士
（
当
月
）

　

岡
本　

進
（
仲
居
）

　

加
藤
一
夫
（
久
保
）

　

井
上
直
久
（
奥
平
）

　

久
島
扶
幸
（
川
合
）

　

荒
井
金
次
郎
（
千
足
）

　

小
俣
隆
雄
（
杖
突
・
栃
穴
）

　

平
野　

禎
（
コ
モ
ア
し
お
つ
一
丁
目
）

　

恵
本
一
信
（
コ
モ
ア
し
お
つ
二
丁
目
）

　

新
井
聡
一
（
コ
モ
ア
し
お
つ
三
丁
目
）

　

大
塚
義
道
（
コ
モ
ア
し
お
つ
四
丁
目
）

【
大
鶴
地
区
】

　

志
村
兵
武
（
鶴
川
）

　

安
藤
美
佐
雄
（
上
野
山
）

　

尾
形
雅
彦
（
大
椚
）

　

市
川
迪
夫
（
日
野
）

　

中
村
泰
典
（
大
倉
）

　

黒
部
彰
夫
（
大
曽
根
）

　

河
野
弘
幸
（
大
曽
根
陽
光
台
）

　

臼
井
秀
雄
（
小
倉
）

【
島
田
地
区
】

　

古
林　

滿
（
上
新
田
）

　

小
林
克
己
（
中
新
田
）

　

小
鷹
正
利
（
下
新
田
）

　

上
條
雄
一
（
駒
門
）

　

河
内
義
公
（
西
区
）

　

志
村
安
男
（
南
区
）

　

網
野
初
雄
（
東
区
）

　

平
本　

貢
（
田
野
入
）

【
上
野
原
地
区
】

　

大
神
田
光
司
（
諏
訪
）

　

原
島
和
平
（
塚
場
）

　

横
溝
廣
司
（
新
一
）

　

小
椋
有
治
（
新
二
）

　

谷
口
文
朗
（
新
三
）

　

野
伏
知
久
（
本
一
）

　

富
田
裕
久
（
本
二
）

　

柴
田
公
男
（
本
三
）

　

井
上
正
路
（
原
）

　

鷹
取
光
正
（
田
町
）

　

佐
藤　

勇
（
新
田
倉
）

　

山
下　

正
（
羽
佐
間
）

　

橋
本　

覚
（
小
沢
）

　

水
越
庸
夫
（
西
シ
原
）

　

奈
良
秋
男
（
新
井
）

　

山
﨑
良
彦
（
八
米
）

　

甘
利
武
夫
（
山
風
呂
）

　

佐
々
木
洋
二
（
向
風
）

　

田
村
重
穂
（
先
祖
・
丸
畑
）

　

杉
本
元
男
（
奈
須
部
）

　

上
條
夏
子
（
小
沢
団
地
）

　

小
山　

稔
（
小
沢
東
団
地
）

【
棡
原
地
区
】

　

山
口
信
光
（
尾
続
）

　

関
本
一
郎
（
用
竹
）

　

和
田
元
久
（
井
戸
）

　

石
井
安
則
（
小
伏
）

　

髙
橋
政
明
（
椿
）

　

小
俣
巳
喜
男
（
猪
丸
）

　

圡
屋
秀
比
古
（
日
原
）

　

城
戸
良
一
（
大
垣
外
）

　

吉
村
武
司
（
沢
渡
）

【
西
原
地
区
】

　

中
山
雄
二
（
初
戸
）

　

長
田
文
勝
（
藤
尾
）

平成 25・26 年度
上野原市事務嘱託員
　平成 25 年 4 月 1 日付けで、次の 111 人の方が上野原市の事務嘱託

員として、上野原市長から委嘱されました。

事務嘱託員（敬称略）

　

舩
木
示
一
（
田
和
・
上
平
）

　

小
林
茂
夫
（
川
通
）

　

降
矢
意
雄
（
扁
盃
・
下
城
）

　

細
川
菊
夫
（
郷
原
）

　

夘
月
正
次
（
原
）

　

長
田
義
廣
（
飯
尾
）

【
秋
山
地
区
】

　

藤
本
正
博
（
無
生
野
）

　

山
崎
司
郎
（
浜
沢
）

　

原
田
成
樹
（
原
）

　

杉
本
喜
重
（
尾
崎
）

　

中
島
智
明
（
寺
下
）

　

天
野
文
仁
（
板
崎
）

　

安
留　

清
（
遠
所
）

　

安
留
三
郎
（
大
地
）

　

関
戸
尚
光
（
栗
谷
）

　

小
俣
秋
彦
（
中
野
）

　

佐
藤　

茂
（
神
野
）

　

佐
藤
清
高
（
小
和
田
）

　

佐
藤
春
樹
（
古
福
志
）

　

小
俣
新
太
郎
（
桜
井
）

　

奈
良
田
文
夫
（
富
岡
）

　

原
田
義
友
（
一
古
沢
）

　

佐
藤
光
造
（
安
寺
沢
）

　

有
賀
良
仁
（
金
山
）

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
☎
62

−
３
1
1
7
）

世界では、女性の社会進出
がめざましく進んでいます。
女性が能力を発揮し、生き生
きと活躍できる社会は、男性
にとっても幸福な社会です。
お互いの良さを認め合い、協
力しあって住みよい家庭・地
域・社会をつくって行きまし
ょう。

■男女共同参画社会って■   スマイルニュースを
　　　読んでください

市では、2005 年に男女共
同参画推進計画（スマイルプ
ラン）を市民のみなさんと協
力して作成しました。その後、
市民による推進委員会が啓発
活動を行っています。この活
動の一つが広報誌に掲載して
いる「スマイルニュース」で
す。

項　　目 ◯印
妻が不都合なときは、夫が食事を作るのが当たり前と思う。
夫が 1 日のうちに家事や育児に費やす時間が 30 分以上ある。
両親の介護は、男性が担うことがあってもよい。
DV（家庭内暴力＝言葉によるものも含む）はあってはならない。
配偶者を名前で呼び合うことに戸惑いはない。
自治会等の役員を妻が引き受けても良いと思っている。
女性が社会的なことについて発言しても不快に思わない。

「男のくせに」、「女のくせに」と思うことはない。
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」と必ずしも思わない。
子どもの職業選択に「性による差別」をすることはない。

◯印の数 コメント

10 コ 理想的です。将来の日本を支
える貴重な人材です。

7 〜 9 コ その調子。これからも頑張っ
てください。

4 〜 6 コ
戸惑いがあっても、もう一歩
踏み出すと、新しい世界が広
がると思います。

1 〜 3 コ
もうちょっと、社会の流れを
考えてみると良いかもしれま
せん。

0 コ このような人がいないことを
願っています。

■ 男女共同参画度チェック！いくつ◯がつくかな。 ■   結果はこちら

6 月は、男女共同参画推進月間です。上野原市男女共同参画推進委
員会では 6 月 23 日（日）〜 29 日（土）に啓発活動を行います。
みなさんも、この機会に男女共同参画への理解を深めましょう。

■ 問い合わせ　

　 総務課行政防災担当（☎ 62-3117）

スマイルニュース＃ 81

男女共同参画度チェック
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■   他の国では、どうなっているの

「男女共同参画白書」（内閣府：平成 23 年版）参考
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

児
童
手
当
「
現
況
届
」

　
　
　
　
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
「
現
況
届
」
の
提
出

現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る

方
は
、
6
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
6
月
1
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
6
月
分
以
降

の
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
資

格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
大
切
な
書
類
で
す
。

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、
引

き
続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て

も
6
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
「
現
況
届
」
は
、
現
在
手
当
を
受
給

し
て
い
る
家
庭
に
6
月
期
の
支
払
通

知
書
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

※
5
月
31
日
ま
で
に
受
給
資
格
を
喪
失

し
た
方
や
、
5
月
中
に
認
定
請
求
を

し
、
6
月
か
ら
支
給
開
始
と
な
る
方

は「
現
況
届
」の
提
出
は
、不
要
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
上
野
原

市
に
転
入
し
た
方
（
受
給
者
お
よ
び

配
偶
者
）
は
、
前
住
所
地
（
1
月
1

日
居
住
地
）
の
市
区
町
村
長
発
行
の

平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
中
）
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
配
偶
者
が
受
給
者
の
税
法
上
の
控
除

対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
は
不
要
で
す
。

・
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
（
受

給
者
）
は
、「
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年
金
加
入
証

明
書
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

●
支
給
対
象
者　

15
歳
到
達
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方

※
出
生
や
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、「
認
定
請

求
」
や
「
額
改
定
認
定
請
求
」
等
の

申
請
（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き

が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
、
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
速

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額
（
月
額
）

・
3
歳
未
満　

1
万
5
千
円
（
一
律
）

・
3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

第
１
子
・

第
2
子
は
1
万
円
、
第
3
子
以
降
は

1
万
5
千
円

・
中
学
生　

1
万
円
（
一
律
）

●
支
払
時
期　

原
則　

毎
年
2
月
、
6

月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
必
要
書
類　

申
請
者
の
「
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し
」
ま
た
は
「
年

金
加
入
証
明
書
」
や
「
所
得
証
明
書
」

な
ど

●
所
得
制
限　

前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
あ
る
場
合
は
、
児
童
1
人
に
つ

き
月
額
5
千
円
（
一
律
）

※
下
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当
（
☎
62

−

３
1
1
5
）

■平成 25 年度所得制限限度額

扶養親族等の数 所得制限限度額
0 人 622 万円
1 人 660 万円
2 人 698 万円
3 人 736 万円
4 人 774 万円
5 人 812 万円

注 1. 所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人
扶養親族がある者についての限度額（所得額ベース）
は、上記の額に当該老人控除対象配偶者または老人扶
養親族 1 人につき 6 万円を加算した額

注２．扶養親族等の数が 6 人以上の場合の限度額（所得
額ベース）は、５人を超えた１人につき３８万円（扶
養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族で
あるときは４４万円）を加算した額

平成 25 年度結核定期住民検診日程
感染症法（感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律）により、65 歳以上の市民のみなさん（平

成 25 年度中に 65 歳に達する方を含む）を対象に、巡回検診（レントゲン撮影）を実施します。

●対象者
　昭和 24 年 4 月 1 日以前に生まれた方で、上野原市

に住民登録のある方
●対象とならない方
　①会社や施設などで、レントゲン検診を受けている方
　②現在、結核で治療中の方およびその家族
●撮影時の注意事項
　①ネックレス、コルセット、磁気治療器等は身につけ

ないでください。
　②簡単に着替えができる服装で受診してください。
　③貴重品は持参しないでください。
●その他
　検診結果については、異常が認められた方のみに連

絡します（1 〜 2 か月後）。持ち物は特にありません。
●問い合わせ　
　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

（敬称略）
実施日 受付時間 検診会場 実施日 受付時間 検診会場
　　　　

6　　
月　　
11　　
日　

（火）

　　　
6　　
月　　
13　　
日　

（木）

6　　
月　　
14　　
日　

（金）

午前　9 時 15 分〜 25 分
午前　9 時 45 分〜 55 分
午前 10 時 00 分〜 10 分
午前 10 時 15 分〜 25 分
午前 10 時 30 分〜 40 分
午前 10 時 45 分〜 55 分
午前 11 時 00 分〜 10 分
午前 11 時 20 分〜 30 分
午前 11 時 35 分〜 45 分
午後　1 時 00 分〜 15 分
午後　1 時 25 分〜 35 分
午後　1 時 40 分〜 50 分
午後　2 時 00 分〜 10 分
午後　2 時 15 分〜 25 分
午後　2 時 30 分〜 40 分
午後　2 時 45 分〜 55 分
午後　3 時 00 分〜 10 分
午前　9 時 25 分〜 35 分
午前　9 時 40 分〜 50 分
午前 10 時 00 分〜 10 分
午前 10 時 15 分〜 25 分
午前 10 時 30 分〜 40 分
午前 10 時 45 分〜 55 分
午前 11 時 05 分〜 15 分
午前 11 時 20 分〜 30 分
午前 11 時 40 分〜 50 分
午後　1 時 00 分〜 30 分
午後1時40分〜2時10分
午前　9 時 20 分〜 30 分
午前　9 時 35 分〜 45 分
午前 9時50分〜10時00分
午前 10 時 10 分〜 20 分
午前 10 時 35 分〜 45 分

尾続（尾続集会所）
初戸（橋本木材前）
藤尾（蔵春院前）
田和（橋本土建前）
西原地区 原区民会館前
飯尾（桑原利行宅前）
市役所西原出張所前
日寄橋（バス転回所）
大垣外（第七部消防庫前）
ふるさと長寿館前
旧棡原小学校校庭
旧日原バス停前
小伏（八幡神社下）
黒田（長田茂宅前）
井戸バス停前
先祖・丸畑（山本季男宅前）
奈須部公民館前庭
山風呂（光電製作所前庭）
向風（正八幡宮前）
三生会病院前
塚場（諸角正成宅前）
諏訪（片伊木卓男宅前）
新二（小佐野駐車場）
新田水防会館前
鶴島南区（上条商店跡横広場）
八ツ沢老人福祉センター前
市役所センタープラザ
大鶴楽生園
JA クレイン巌支店前
公正屋コモアプラザ店駐車場
JR 四方津駅前
川合（久島章司宅前）
市役所大目出張所前

6　　
月　　
14　　
日　

（金）

6　　
月　　
17　　
日　

（月）

6　　
月　　
18　　
日　

（火）

午前10 時 50 分〜11時 30 分
午前 11 時 40 分〜 50 分
午後　1 時 00 分〜 10 分
午後　1 時 15 分〜 25 分
午後　1 時 30 分〜 40 分
午前10 時 00 分〜11時 00 分
午後　0 時 30 分〜 40 分
午後　0 時 45 分〜 55 分
午後　1 時 00 分〜 10 分
午後　1 時 20 分〜 30 分
午後　1 時 40 分〜 50 分
午後　2 時 05 分〜 15 分
午後　2 時 30 分〜 40 分
午後　2 時 45 分〜 55 分
午後　3 時 05 分〜 15 分
午後　3 時 25 分〜 35 分
午後　3 時 45 分〜 55 分
午前　9 時 20 分〜 30 分
午前　9 時 35 分〜 45 分
午前 9 時 50 分〜 10 時 00 分
午前 10 時 05 分〜 15 分
午前 10 時 20 分〜 30 分
午前 10 時 35 分〜 45 分
午前10 時 50 分〜11時 00 分
午前 11 時 05 分〜 15 分
午前 11 時 20 分〜 30 分
午前 11 時 35 分〜 45 分
午後　0 時 45 分〜 55 分
午後　1 時 00 分〜 10 分
午後　1 時 15 分〜 25 分
午後　1 時 30 分〜 40 分
午後　1 時 45 分〜 55 分
午後　2 時 05 分〜 15 分

西大野（泉ホーム庭）
犬目公民館前
萩野（志村延勝宅前）
大椚（中村幸記宅前）
日野（市川正末宅横）
市役所センタープラザ
鶴川（加藤照正宅前）
八米（龍泉寺駐車場）
旧大鶴小学校校庭
大倉（中村泰典宅前）
芦垣公民館前
和見消防庫前
桑久保東区（志村英美宅前）
旧甲東小学校校庭
中不老消防庫前
棚頭（中村一匡宅前）
野田尻（落合商店前）
無生野（藤本重則宅前）
浜沢（浜松屋商店前）
原（原バス停付近）
尾崎（尾崎中旅館前）
寺下（寺下バス停付近）
板崎（菊屋商店前）
遠所（佐藤猛宅前）
大地（大地バス停付近）
栗谷（栗谷バス停付近）
市役所秋山支所駐車場
神野（神野バス停付近）
小和田（小和田バス停付近）
古福志（古福志バス停付近）
桜井（小俣静工業前）
富岡（三好屋商店前）
安寺沢（加藤律子宅前）

※交通の状況等による多少の遅れは、ご容赦いただきますようよろしくお願いします。
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が
ん
検
診
の
推
進
を
図
り
ま
す

が
ん
検
診
推
進
事
業
は
、市
が
実
施

す
る
が
ん
検
診
等
に
お
い
て
次
の
表
の

年
齢
に
達
し
た
方
に
対
し
、子
宮
頸
が

ん
、
乳
が
ん
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
の

受
診
促
進
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見

と
、
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
お

よ
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

平
成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
左
表
の

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
方
で
、
検
診
受

診
日
に
上
野
原
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

方

第 28 回 国民文化祭・やまなし 2013

税の滞納整理を強化します

全国瞬時警報システム（J−ALERT）の音声告知端末による伝達

がん検診推進事業

秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

４
月
13
日
に
桂
川
河
川
敷
周
辺
で
フ

ッ
ト
パ
ス
を
行
い
、
４
月
14
日
に
は

市
役
所
敷
地
内
や
市
役
所
東
側
市
道

を
舞
台
に
、
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
秋
に
計
画
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

長
寿
食
文
化
の
祭
典

●
日
程　

11
月
９
日
（
土
）
～
10
日

（
日
）

●
会
場　

も
み
じ
ホ
ー
ル
他

●
内
容
・
講
演
会

・
長
寿
食
・
郷
土
食
の
フ
ェ
ス
タ

・
郷
土
芸
能
の
披
露
な
ど

ま
た
、
５
月
〜
10
月
に
か
け
て
、

棡
原
・
西
原
地
区
に
お
い
て
、
長
寿

食
体
験
宿
泊
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

フ
ッ
ト
パ
ス

　
「
長
寿
の
里
ゆ
ず
り
原
へ

　
　
　

自
然
と
文
化
を
訪
ね
て
」

●
日
程　

11
月
２
日
（
土
）

●
コ
ー
ス　

棡
原
地
区
内

●
内
容　

コ
ー
ス
を
巡
っ
た
後
で
の

長
寿
食
料
理
の
昼
食
付
き

●
費
用　

無
料

じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
程　

10
月
27
日
（
日
）

●
会
場　

市
役
所
敷
地
内
や
市
役
所

東
側
市
道

●
内
容　

よ
さ
こ
い
踊
り
の
競
演

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

  

国
民
文
化
祭
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

税
の
滞
納
整
理

市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
納
税
資
力
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
に
応
じ
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
山
梨
県
地
方

税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で
強

制
的
に
給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、

預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差

し
押
さ
え
を
執
行
し
、
そ
の
財
産
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り

換
価
し
滞
納
税
額
に
充
て
ま
す
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
市
職

員
が
滞
納
者
の
自
宅
等
を
捜
査
し

て
、
発
見
し
た
財
産
を
差
し
押
さ
え
・

搬
出
し
、
公
売
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

延
滞
金
は
必
ず
徴
収
し
ま
す

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
、
税
額
に
次
の
割
合
を
乗
じ
て
計

算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
し
ま
す
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経

過
す
る
ま
で　

↓　
年
4
・
3
％

・
1
か
月
を
経
過
し
た
日
以

降　

↓
　
年
14
・
6
％

日
曜
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
日
に
納
付
が
困
難
な
方
、
ま
た
、

納
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い
方
は
、

月
に
一
回
、
日
曜
日
に
「
市
税
等
収

納
・
納
税
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
担
当

（
☎
62

−

3
1
1
3
）

平成 25 年度日曜窓口日程

6 月 30 日（日） 11 月 24 日（日）

7 月 28 日（日） 12 月 22 日（日）

8 月 25 日（日） 平成26年1月26日（日）

9 月 29 日（日） 2 月 23 日（日）

10 月 27 日（日） 3 月 30 日（日）

※時間は午前 9 時〜正午

▲自動車の差し押さえ例

《
事
業
内
容
》

①
検
診
費
用
が
無
料
と
な
る
「
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
の
配
布

②
検
診
手
帳
の
配
布

※
対
象
者
に
は
5
月
上
旬
に
検
診
手
帳
、

ク
ー
ポ
ン
券
、受
診
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
健
康
増
進
法
に
基
づ
き

市
が
行
う
が
ん
検
診
と
、
委
託
医
療

機
関
で
の
検
診
が
対
象
で
す
。

※
職
場
で
検
診
を
受
け
た
方
に
つ
い
て

は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
保
健
担

当
（
☎
62

−

4
1
3
4
）

◆子宮頸がん検診
年齢 該当する生年月日
21 歳 平成 4 年 4 月 2 日〜平成  5 年 4 月 1 日
26 歳 昭和 62 年 4 月 2 日〜昭和 63 年 4 月 1 日
31 歳 昭和 57 年 4 月 2 日〜昭和 58 年 4 月 1 日
36 歳 昭和 52 年 4 月 2 日〜昭和 53 年 4 月 1 日
41 歳 昭和 47 年 4 月 2 日〜昭和 48 年 4 月 1 日

◆乳がん検診
年齢 該当する生年月日
41 歳 昭和 47 年 4 月 2 日〜昭和 48 年 4 月 1 日
46 歳 昭和 42 年 4 月 2 日〜昭和 43 年 4 月 1 日
51 歳 昭和 37 年 4 月 2 日〜昭和 38 年 4 月 1 日
56 歳 昭和 32 年 4 月 2 日〜昭和 33 年 4 月 1 日
61 歳 昭和 27 年 4 月 2 日〜昭和 28 年 4 月 1 日

◆大腸がん検診
年齢 該当する生年月日
41 歳 昭和 47 年 4 月 2 日〜昭和 48 年 4 月 1 日
46 歳 昭和 42 年 4 月 2 日〜昭和 43 年 4 月 1 日
51 歳 昭和 37 年 4 月 2 日〜昭和 38 年 4 月 1 日
56 歳 昭和 32 年 4 月 2 日〜昭和 33 年 4 月 1 日
61 歳 昭和 27 年 4 月 2 日〜昭和 28 年 4 月 1 日

音
声
告
知
端
末
に
よ
る
伝
達

市
で
は
、
国
民
保
護
情
報
（
弾
道

ミ
サ
イ
ル
や
航
空
攻
撃
等
）
や
緊
急

地
震
速
報
、
震
度
速
報
と
い
っ
た
地

震
情
報
（
概
ね
震
度
4
以
上
を
観
測

す
る
（
し
た
）
場
合
）
な
ど
、
国
か

ら
送
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
取
得
し

た
場
合
に
、
防
災
行
政
無
線
で
自
動

放
送
を
行
う
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ

−

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
声
告
知
端
末
で
も
同
じ

情
報
が
伝
達
で
き
る
よ
う
に
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
か
ら
緊
急
情
報
が

送
信
さ
れ
た
場
合
は
、
夜
間
で
も
防

災
行
政
無
線
や
音
声
告
知
端
末
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
落

ち
着
い
て
行
動
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
に
よ
り
詳
し
い
情
報
を
入
手

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
防
災

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報等
の緊急情報を、人工衛星を用いて国（内閣官房・気
象庁から消防庁を経由）から送信し、市区町村の防
災行政無線や携帯メール、コミュニティー FM 等を
自動起動させるもので、国から住民まで緊急情報を
瞬時に伝達するシステムです。市では、防災行政無
線と音声告知端末でお知らせします。

●テレビやラジオをつけてください。
●地震の場合は、周囲の状況に応じて、あわてず、

まず身の安全を確保してください。
●指示に従い、屋内への避難、近隣の避難所施設等

への避難をしてください。
●避難先、避難方法、携行品や戸締りの確認をして

ください。

J ー ALERTとは？ 警報が出たら？

▲じょいそーらんフェスティバル ▲フットパスイベント
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う
え
の
は
ら

健
康
家
族

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

上野原市長　江口英雄

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

市
長
と
し
て
の
2
期
目
が
ス
タ

ー
ト
し
て
2
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

前
任
中
は
、
新
市
立
病
院
の
開

院
、
中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
実
施
、
家
庭
用
太
陽
光
発
電
装

置
設
置
等
へ
の
補
助
、
さ
ら
に
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
な
ど
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

2
期
目
に
は
、
す
で
に
着
手
し

て
い
る
上
野
原
駅
周
辺
整
備
事

業
、
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
事
業
、
新
巌
保
育
所
建
設
、

新
消
防
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事

業
を
着
実
に
遂
行
し
、
さ
ら
に
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た

環
境
対
策
の
推
進
や
新
市
立
病
院

診
療
体
制
の
充
実
な
ど
、「
環
境

共
生
都
市
上
野
原
」
を
実
現
し
、

多
く
の
方
が
訪
れ
る
人
と
自
然
に

や
さ
し
い
地
域
社
会
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

す
で
に
3
月
18
日
に
は
北
茨
木

市
に
訪
問
し
最
終
処
分
場
を
視
察

し
た
り
、
5
月
9
日
に
は
、
鶴
川

流
域
の
活
性
化
の
た
め
、
農
林
業

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
林
芳
正
農

林
水
産
大
臣
に
要
望
す
る
な
ど
、

2
期
目
の
最
初
か
ら
ギ
ア
を
ト
ッ

プ
に
入
れ
て
、
積
極
的
に
上
野
原

市
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
全
力
疾
走
で
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時　

6
月
25
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法　

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所　

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課
政
策
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8　

F
A
X
62

−

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
し
て
」

農
林
水
産
大
臣
に
要
望
書

を
提
出

《
お
礼
》

書
籍
の
取
り
寄
せ
の
ス
ピ
ー
ド

に
は
感
心
し
ま
す
。
ま
た
、
新
刊

図
書
の
購
入
は
、
予
算
の
関
係
も

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
努

力
に
頭
が
さ
が
り
ま
す
。
市
立
図

書
館
に
な
い
古
い
本
に
つ
い
て
も

県
内
各
所
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、

ほ
こ
り
の
か
ぶ
っ
て
い
る
書
架
か

ら
見
つ
け
て
く
れ
る
な
ど
、
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
対
応
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

《
回
答
》

い
つ
も
市
立
図
書
館
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
職
員
の
窓

口
対
応
に
つ
い
て
も
お
褒
め
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
図
書

の
購
入
は
、
話
題
の
本
や
受
賞
作

品
等
を
重
点
的
に
購
入
し
て
い
ま

5
月
9
日
（
木
）、江
口
市
長
は
、

堀
内
詔
子
衆
議
院
議
員
の
紹
介

で
、
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣
と
面

会
し
ま
し
た
。

面
会
の
目
的
は
、
鶴
川
流
域
の

活
性
化
の
た
め
、
農
林
業
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
要
望
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

江
口
市
長
は
、
林
大
臣
に
、
上

野
原
市
や
鶴
川
流
域
の
現
状
を
話

図
書
購
入
、
貸
し
出
し
、

職
員
の
方
々
の
対
応
等

す
。
ま
た
、
館
内
に
は
、『
リ
ク

エ
ス
ト
カ
ー
ド
』
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
予
算
の
関
係
や

古
本
等
の
理
由
に
よ
り
購
入
で
き

な
い
場
合
は
、
県
内
の
公
共
図
書

館
と
連
携
し
て
借
用
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温

か
い
お
言
葉
を
励
み
に
職
員
一

同
、
利
用
者
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
一
層
努
力
し
、
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
、
認
可
に
向
け
て
の
要
望
を
丁

寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

林
大
臣
と
の
面
会
後
、
實
重
農

村
振
興
局
長
や
林
田
農
村
振
興
局

次
長
と
も
面
会
し
、
要
望
書
へ
の

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
4
月
9
日
（
火
）

に
も
国
土
交
通
省
の
鶴
保
洋
介
副

大
臣
な
ど
と
面
会
し
、
談
合
坂
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
に
関
す
る
要
望
を
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

『もしもしこちら市長室！！』〜市長と市民のホットライン〜

らちこ
しもし

も 市長室！！市長室！！
Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

　
　
　
　

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

ある日の市長

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№ 39

市
長
へ
の
手
紙
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参加者　男女共同参画推進について市役所内で
も全庁的な取り組みが必要だと考えています。
市長は、男女共同参画推進への具体的な取り
組みなど、どのように考えていますか。

市長　今年度、職員が理解を深められるような庁
内研修・勉強会の開催などを検討していけた
らと考えています。

参加者　市では、女性管理職がゼロです。ぜひ解
消してください。

市長　女性管理職の登用については、登用までの
プロセスが必要になります。また、職場環境
も整備していくことが必要だと考えています。

参加者　男女共同参画推進条例を作ってくださ
い。

市長　県内 27 市町村のうち推進条例が制定され
ていないのは、9 市町村しかないので、他市町
村の状況や市の現状を十分に把握して条例制
定に取り組みたいと考えています。

①堀内詔子衆議員議員（写真右）
の紹介で、林芳正農林水産大臣

（写真中央）と面会する江口市
長

②實重農村振興局長（写真左）と
面会する江口市長

③林田農村振興次長（写真中央）
と面会する江口市長

開催記録（4 月 24 日開催）

①

②

③

H25.6月号.indd   12-13 13/05/28   14:56
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●日　時　6月5日（水）、12日（水）、19日（水）、26日（水）、
7月3日（水）午前9時〜正午

●場　所　もみじホール2階会議室2
※子育てプレイルームとは、就学前のお子さんとその保
護者を対象に、親子で安心して遊べる場所、保護者の
情報交換の場所を提供する市の事業です。

※初めて利用される方は事前にお申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

子育てプレイルーム

健
康
教
室
の
開
催

み
な
さ
ん
は
、
た
ば
こ
の
喫

煙
が
肺
が
ん
等
の
原
因
に
な
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
毎
年
集
団
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
の
集

団
検
診
受
診
者
の
中
で
、
喫
煙

者
の
割
合
が
約
12
％
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
肺
が

ん
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
喫
煙

に
つ
い
て
考
え
な
お
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
5
月
31
日
か
ら
6
月

6
日
は
禁
煙
週
間
で
す
。
テ
ー

マ
は
「
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
影

響
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
で

す
。
市
で
は
、
こ
の
禁
煙
週
間

を
受
け
て
、
市
立
病
院
の
岡
本

ま
さ
子
先
生
を
講
師
に
招
き
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

た
ば
こ
を
や
め
た
い
け
れ
ど

や
め
ら
れ
な
い
方
、
家
族
に
や

め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方

な
ど
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

『HIV検査普及週間』
富士・東部保健福祉事務所では、6 月 1 日〜 7 日

の「HIV 検査普及週間」に併せて HIV 検査を無料で
実施します。詳細はお問い合わせください。

《夜間検査》
◎日時　6 月 3 日（月）・6 日（木）午後 5 時〜 7 時
※通常検査（通年）は、平日の午前 9 時〜午後 4 時
※検査希望者は、事前に予約をお願いします。
●問い合わせ　富士・東部保健福祉事務所地域保健
課（☎0555−24−9035）

先
月
の
広
報
う
え
の
は
ら
5
月

号
の
「
保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

に
つ
い
て
お
伝
え
ま
し
た
。

今
月
号
は
、
健
康
教
室
の
開
催
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
た
ば
こ
の
健

康
教
室
以
外
に
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

●
実
施
日　

7
月
11
日
（
木
）

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

《
第
一
部
》

「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
あ
な
た
に
」

●
時
間　

午
後
1
時
45
分
〜
2
時

25
分
（
受
付 

午
後
1
時
30
分

〜
40
分
）

《
第
二
部
》

「
糖
尿
病
に
つ
い
て
知
ろ
う
」　

●
時
間　

午
後
2
時
30
分
〜
3
時

15
分
（
受
付
2
時
25
分
〜
30
分
）

●
申
込
期
限　

7
月
10
日
（
水
）

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　

無
料　

●
定
員　

各
30
人

※
駐
車
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
前
庭

か
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
西
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

※
参
加
者
に
は
、
メ
タ
ボ
メ
ジ
ャ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

子育て情報館 伝言板

保健師からのメッセージ　№10
う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

◎対 象 者 	 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 	 1,500 円
◎内 容 	 子宮頸部がん検診
◎医療機関 	 上野原市：上野原市立病院

	 大月市：武者医院、稚枝子おおつきク
	 リニック
	 都留市：磯部医院、都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は、保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 	保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診と重複受診はできません。
※平成 25 年 4 月より上野原市立病院でも実施して

います。ご利用ください。

◎対 象 者 	 市内に住民登録があり平成 26 年 4 月  
                       1 日までに次の年齢になる方

	 40・45・50・55・60・65 歳
◎検 診 料 	 800 円
◎医療機関 　 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み	   保健担当へ電話でお申し込みください。

◎対 象 者 　 市内に住民登録があり平成 26 年 4 月 
                       1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料 	 700 円
◎内 容 	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 	 6 月 18 日（火）、7 月 16 日（火）
※毎月第 3 火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 	 上野原市立病院
◎申 込 み 	 直接、上野原市立病院へお申し込みく
　　　　　　　ださい（☎ 62-5121）。
◎受付時間 	 午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

◎日 時 	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
                       午前 9：00 〜 11：００
◎持 ち 物 	 印鑑
◎場 所 	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
　合わせください。

◎対 象 者 	 35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険
　　　　　　加入者
	   75 歳以上の後期高齢者医療制度の被  
	   保険者
◎持 ち 物 	 自己負担金・14,200 円（昼食代含む、　 
                    オプション検査は別途）
	   婦人科を受診される方は 16,400 円 
	   （子宮がん 1,500 円、乳がん 700 円）
◎申 込 み	   お早めに各実施機関に直接お申し込 
	    みください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物など、
   詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日

★1日人間ドック

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎

上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★乳幼児健診（6/1〜 7/10の予定）

★子宮頸がん施設検診

★歯周疾患検診

実施日 該当児

4 か 月 児
6月6日（木）
7月9日（火）

平成 25 年 1 月 1 日〜 31 日生
平成 25 年 2 月 1 日〜 28 日生

9 か 月 児
6月6日（木）
7月9日（火）

平成 24 年 8 月 1 日〜 31 日生
平成 24 年 9 月 1 日〜 30 日生

1歳6か月児 6月21日（金）平成23年11月1日〜12月16日生

3   歳   児 6月3日（月） 平成22年4月1日〜5月31日生

★骨粗しょう症検診

H25.6月号.indd   14-15 13/05/28   14:56
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農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
6
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

6
月
10
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ

−

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

（
2
0
1
3
春
の
旅
）」
が
放
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
4
月

に
鹿
児
島
県
を
出
発
し
、
山
梨
県

に
向
か
っ
て
旅
を
し
て
い
ま
す
。

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お

手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る

た
め
、
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

手
紙
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
上
野

原
市
に
火
野
正
平
さ
ん
が
訪
れ
ま

す
。ぜ

ひ
、
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

●
応
募
期
限　

7
月
2
日
（
火
）

必
着

●
応
募
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い

出
の
場
所
、
場
所
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

●
応
募
方
法　
《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
》　http://w

w
w
.

nhk.or.jp/kokorotabi/　
《
郵

送
》
〒
1
5
0

−

8
0
0
1

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

●
番
組
放
送
予
定　

7
月
22
日

（
月
）
〜
28
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ

い

セ

ン

タ

ー
（

☎

0
5
7
0

−

0
6
6

−

0
6
6
）、
経
済
課
商
工
観
光

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

《
交
通
災
害
共
済
と
は
？
》

加
入
者
が
交
通
災
害
（
交
通
事

故
に
よ
る
災
害
）
に
あ
っ
た
場
合

に
、
け
が
等
の
被
害
の
程
度
に
よ

っ
て
見
舞
金
を
支
払
う
相
互
救
済

の
制
度
で
す
。

●
掛
金　

年
額
500
円（
1
人
）

●
共
済
期
間　

加
入
日
翌
日
か
ら

平
成
26
年
3
月
31
日

●
見
舞
金　

死
亡
100
万
円
、
障
害

20
〜
30
万
円
、
傷
害
1
〜
18
万

円
●
加
入
方
法　
「
交
通
災
害
共
済

加
入
申
込
書
」に
よ
り
、市
役
所

ま
た
は
市
が
指
定
す
る
金
融
機

関
に
掛
金
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。「
交
通
災
害
共

済
加
入
申
込
書
」は
生
活
環
境

課
窓
口
か
市
が
指
定
す
る
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

市
消
防
本
部
お
よ
び
上
野
原
市

危
険
物
安
全
協
会
等
で
は
、「
あ

な
た
こ
そ
無
事
故
を
担
う
司
令

塔
」
を
推
進
標
語
に
危
険
物
安
全

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間　

6
月
2
日（
日
）〜
8
日

（
土
）

●
内
容　

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安
体

制
の
整
備
促
進

②
危
険
物
に
関
す
る
知
識
の
啓
発

普
及

③
危
険
物
保
安
功
労
者
の
表
彰

※
危
険
物
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
1
）

《
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
始
め
ま
し
た
》

市
で
は
、
5
月
15
日
（
水
）
か

ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
開
始
し
ま
し

た
。市

職
員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で

市
民
の
み
な
さ
ん
と
接
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
管
財
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

●
日
時　

6
月
8
日
〜
12
月
14
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
7
時
30

分
〜
9
時
（
予
定
）

※
11
月
23
日
（
祝
）
は
開
催
し
ま

せ
ん
。

※
売
り
切
れ
次
第
閉
店

●
場
所　

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
●
主
催　

上
野
原
市
新
鮮
野
菜
生

産
者
の
会

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当（
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

6
月
25
日（
火
）午
前
8

時
30
分
集
合
出
発
、
午
後
5
時

解
散
予
定

●
集
合
解
散
場
所　

市
役
所
庁
舎

前
駐
車
場

●
見
学
先　

足
立
学
校
（
見
学
）、

桐
生
織
物
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
、

ハ
ン
カ
チ
藍
染
・
買
物
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
同
一
敷

地
内
ま
た
は
同
一
区
に
親
族
が

い
な
い
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者

●
参
加
費　

1
人
1
2
0
0
円

●
定
員　

1
2
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

担
当
民
生
委
員
ま
た
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
秋
山
支
所
、
各

出
張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
募
集
期
間　

6
月
10
日（
月
）

〜
17
日（
月
）（
土
日
は
除
く
）

※
詳
細
は
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
63

−

0
0
0
2
）

●
開
設
場
所　

静
岡
県
沼
津
市
戸

田
御
浜
海
水
浴
場　

民
宿
「
い

り
え
」

●
開
設
期
間　

7
月
23
日
（
火
）

〜
8
月
2
日
（
金
）

●
利
用
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤

者
●
利
用
料　

4
名
ま
で
無
料

※
食
事
代
等
は
、
利
用
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

●
受
付
日
時　

6
月
20
日
（
木
）

午
後
7
時
30
分
〜
8
時

●
受
付
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会
議
室
2

※
希
望
者
は
、
印
鑑
を
持
参
し
、

本
人
ま
た
は
家
族
の
方
が
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
1
日
2
組
計
22
組
を
超
え
た
場

合
は
、
午
後
8
時
か
ら
抽
選
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
商
工
観

光
担
当（
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
実
施
日　

6
月
16
日
（
日
）
午

前
9
時
〜
（
雨
天
順
延
）

●
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
い
は
ら
ス
タ

ッ
フ
と
西
原
地
区
で
地
域
共

生
・
環
境
問
題
を
目
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
大
学
生
グ
ル
ー
プ

『
コ
コ
ペ
リ
』
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
鶴
川
上
流
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
す
。

●
集
合
場
所　

羽
置
き
の
里
び
り

ゅ
う
館

●
服
装　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と

長
靴

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
さ
い
は
ら
事
務
局
（
☎
68

−

2
1
0
0
）

《
遺
跡
と
は
》

遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
）

は
過
去
の
人
間
の
営
み
が
地
中
な

ど
に
残
さ
れ
た
所
で
す
。
市
内
で

は
1
6
3
か
所
で
確
認
さ
れ
、

数
千
年
前
の
集
落
跡
や
古
墳
な
ど

地
域
の
歴
史
を
塗
り
替
え
る
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。

《
こ
ん
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
》

平
成
13
年
、
工
場
跡
地
（
今
の

市
役
所
）
で
、
奈
良
・
平
安
時
代

の
大
き
な
集
落
跡
が
見
つ
か
り
、

多
数
の
生
活
用
具
が
出
土
し
ま
し

た
（
大
間
々
遺
跡
）。
ま
た
、
松

留
地
区
の
道
路
予
定
地
で
は
、
平

成
21
年
の
調
査
で
縄
文
式
土
器
の

破
片
が
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど

見
つ
か
り
、
松
留
の
歴
史
が
三
千

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

《
遺
跡
の
工
事
は
届
出
が
必
要
》

埋
蔵
文
化
財
は
国
民
共
有
の
財

産
と
言
わ
れ
、
遺
跡
で
工
事
を
行

う
事
業
者
に
は
文
化
財
保
護
法
の

届
出
義
務
が
あ
り
ま
す
。
届
出
期

限
は
工
事
開
始
60
日
前
ま
で
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
計
画

に
よ
っ
て
は
発
掘
調
査
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

業
者
は
早
め
に
市
教
育
委
員
会
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

３
4
0
9
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

交
通
災
害
共
済
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

生
き
が
い
事
業
参
加
者
募
集

「
危
険
物
取
扱
週
間
」
実
施

の
お
知
ら
せ

お
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

遺
跡
で
の
工
事
は

届
出
が
必
要
で
す

新
鮮
野
菜
朝
市
開
催
の

お
知
ら
せ

「
海
の
家
」
を
開
設
し
ま
す

鶴
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
実
施
中

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
駅周辺整備推進課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 13 日（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室
児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）

午前 8：30 〜午後 5：00
福祉課子育て支援担当

☎ 62-1199
母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）

午前 8：30 〜午後 5：00
福祉課子育て支援担当

☎ 62-3115
ふれあい福祉相談 毎週木曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
市勤労青少年ホーム

相談室☎ 63-3444
定 例 人 権 相 談 3 日 　午前 10：00

　　　　〜正午
もみじホール 3 階和室

21 日 市役所 1 階会議室 B

市税収納・納税相談 30 日
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

行 政 相 談 所 17 日
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 20 日（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00 市役所 1 階会議室 B

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

6 月の相談日

《今月の俳句・短歌・川柳》

東屋や　
　　四辺の緑　　　
　　　　　　風薫る
　平岡　登さん　（巌地区）

母と手を　
　　虹で繋がる　　　
　　　　　　帰り道
　前田美菜さん　（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。締切は毎月
10 日です。応募方法は、
郵送またはメールで、住所、
氏名、年齢、歌の解説を記
入してお申し込みくださ
い。詳しくは、企画課政策
推進担当へお問い合わせく
ださい。
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う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara

わ
が
家
の
主
役

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

●
開
催
日　

左
の
表
参
照

●
開
催
時
間　

午
後
5
時
〜
6
時

30
分

●
場
所　

帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
4
0
1
教
室

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　

各
回
20
名

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

●
問
い
合
わ
せ　

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
☎
63

−

6
9
1
1
）

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
小
学
生
以
上
の
方
（
次

の
6
部
門
に
わ
か
れ
ま
す
）

・
第
1
部　

小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部　

小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部　

小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部　

中
学
生

・
第
5
部　

高
校
生
以
上
の
生
徒
・

学
生
、
一
般

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部　

小
学
生
以
上

●
課
題　

自
由
（
た
だ
し
、
小
学

校
4
年
生
以
下
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
と
し
ま
す
）

●
規
格　

Ｂ
2
判
（
72
・
8
㎝
×

51
・
5
㎝
、
紙
質
・
色
彩
は
自

由
で
す
が
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
や

表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
等
の

調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

●
応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

●
募
集
期
限　

9
月
5
日
（
木
）

●
そ
の
他　

優
秀
な
作
品
は
「
統

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
統
計
調
査
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

山
梨
県

企
画
県
民
部
統
計
調
査
課
（
甲

府
市
丸
の
内
1

−

6

−

1
）

（

☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
3
4
0
）

●
日
時　

6
月
23
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分
（
予
約
制
）

●
場
所　

甲
府
合
同
庁
舎
（
甲
府

市
丸
の
内
1

−

1

−

18
）

●
内
容　

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
、
人
権
擁
護
お
よ
び
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る
事
務
等

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
法
務
局
講
座
》

　

当
日
は
、「
法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
」
の
実
施
に
合
わ

せ
て
、
甲
府
合
同
庁
舎
で
法
務

局
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
時
間　
「
相
続
に
つ
い
て
」
午

前
10
時
〜
11
時
、「
成
年
後
見

制
度
に
つ
い
て
」
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
30
分
（
予
約
制
）

●
費
用　

無
料

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

甲
府
地

方
法
務
局
総
務
課
（
☎

0
5
5

−

2
5
2

−

7
1
5
3
）

国
お
よ
び
県
で
は
、
根
絶
宣
言

の
支
援
事
業
と
し
て
、
6
月
20
日

か
ら
7
月
19
日
ま
で
の
１
か
月
間

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し

く
理
解
し
、
身
近
な
人
の
薬
物
乱

用
に
気
付
い
た
と
き
に
は
、
大
切

な
人
を
守
る
た
め
、
勇
気
を
も
っ

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
衛
生
課
（
☎

0
5
5
5

−

24

−

9
0
3
3
）

●
日
時　

7
月
12
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連
（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料

相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

アニマルサイエンストピックス
開催日 演題タイトル 講師（所属）

6 月 6 日（木）犬の皮膚とスキンケア
帝京科学大学アニマルサイエンス学科　講師
関口麻衣子

6 月 13 日（木）カラスの生活史 東京大学総合研究博物館 特任助教 松原始

6 月 20 日（木）動物医療と動物福祉 元農林水産副大臣・獣医師  北村直人

6 月 27 日（木）
共生社会を創るペット
ビジネスの力

株式会社ヤマヒサ専務取締役  ペットケア事
業部部長兼マーケティング本部長  山田武史

7 月 4 日（木）人・動物共通感染症（仮）北里大学名誉教授  齋藤 博 

第
61
回
山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■ 危険業務従事者叙勲 ■

旭日双光章受賞瑞宝双光章受賞旭日単光章受賞

金
かねこ

子二
ふ み お

三男さん
（上野原地区）

岡
おかべ

部　脩
おさむ

さん
（大目地区）

原
はらだ

田廣
ひろあき

秋さん
（秋山地区）

佐
さとう

藤美
よしはる

治さん
（秋山地区）

齋藤正道さんは、長年にわたり
更生保護業務に尽力された功績が認
められ瑞宝双光章を受賞しました。
受賞にあたり「約 30 年間保護司を
つづけられたのも、大勢の方の力添
えのおかげです。大変感謝していま
す」と話していました。

関戸幸男さんは、長年にわたり
児童福祉業務に尽力された功績が認
められ旭日双光章を受賞しました。
受賞にあたり「これも家族をはじめ
支えてくれたみなさんのおかげによ
るもの、大変感謝しています」と話
していました

岡部脩さんは、長年にわたり消防
業務に尽力された功績が認められ瑞宝
単光章を受賞しました。受賞にあたり

「多くの方の支えにより受賞できまし
た。これからは経験を活かして地域に
貢献したいです」と話していました。

原田廣秋さんは、長年にわたり
消防業務に尽力された功績が認めら
れ瑞宝単光章を受賞しました。受賞
にあたり「諸先輩や家族、地域のみ
なさんの支えがあったからこそ受賞
できました。大変感謝しています」
と話していました。

佐藤美治さんは、長年にわたり
消防業務に尽力された功績が認めら
れ瑞宝単光章を受賞しました。受賞
にあたり「家族や地域のみなさんの
支えにより受賞できました。本当に
感謝しています」と話していました。

ル
、多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連
（
土
地
、
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
一
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
②
と
も
に
各
3
人
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

6
月
27
日（
木
）

〜
7
月
10
日（
水
）先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
募
集
人
員　

20
人

●
募
集
期
間　

6
月
3
日
（
月
）

〜
21
日
（
金
）

●
内
容　

2
か
月
に
一
回
、
発
行

し
た
広
報
誌
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
行
事
や
出
来

事
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課
政
策
推
進
担
当
（
☎
62

−
3
1
1
8
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

瑞宝単光章受賞 瑞宝単光章受賞
瑞宝単光章受賞

広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

■　春の叙勲　■

関
せきどゆきお

戸幸男さん
（秋山地区）

齋
さいとうしょうどう

藤正道さん
（上野原地区）

金子二三男さんは、長年にわた
り中小企業振興業務に尽力された功
績が認められ旭日単光章を受賞しま
した。受賞にあたり「大変、光栄に
感じています。これも支えてくれた
多くの方のおかげです」と話してい
ました。

空間放射線量等測定値報告　　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポス
トを設置しています。測定
結果は、市ホームページで確
認することができますので
ご利用ください。

※空間放射線量を測定する測
定器の貸出を行っています。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。

◆主な市内の空間放射線量測定結果【5 月 14・16 日測定】（単位：μＳｖ／ｈ）
測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ

大 野 貯 水 池 0.035 島 田 小 学 校 0.046 諏 訪 神 社 0.045
甲 東 保 育 所 0.058 少 年 野 球 場 0.044 牛 倉 神 社 0.046
旧 巌 出 張 所 0.028 桂 川 球 場 0.048 棡 原 出 張 所 0.045
沢 松 幼 稚 園 0.042 上野原市役所 0.036 西 原 小 学 校 0.074
帝京科学大学 0.049 第 二 保 育 所 0.052 秋 山 保 育 所 0.045
コモアしおつ石の公園 0.040 上野原小学校 0.051 秋 山 小 学 校 0.047
大 鶴 出 張 所 0.054 上野原中学校 0.051

H25.6月号.indd   18-19 13/05/28   14:56



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
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家
族

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
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T
he Face O

f
U

enohara

わ
が
家
の
主
役

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

診察時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
細川

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※ 1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山

小 児 科 午前 非常勤小児
科医師交替 杣津 中根 非常勤小児

科医交替 小林

小児心臓外科 午後 戸田

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外 科 午前 ※ 2 吉田 遠藤 宮崎 宮崎 宮崎
胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 ※ 3 長嶺

眼 科 午前 後藤 小倉 ※ 4 大野
（予約）

※5大野
（時間制限）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 田中 五十嵐
泌 尿 器 科 午前 / 午後 塩澤 豊永
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※ 6

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

 サマージャンボ
　1 等・前後賞合わせて
　5 億円（1 等 3 億円、前後賞各 1 億円）

 2000 万サマー
　1 等 2 千万円× 450 本

 7 月 10日（水）発売 2013 年市町村振興宝くじ

   発売期間 7 月 10 日（水）〜 8 月 2 日（金）　抽せん日 8 月 13 日（火）
    この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

同時
発売

（財）全国市町村振興協会

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
今
年
で
第
63
回
を
迎

え
ま
す
。

市
で
は
こ
の
間
に
、
上
野
原
地

区
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

学
校
訪
問
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

駅
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
、
様
々
な

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
お
互
い
に
支

え
合
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
推
進

機
運
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
大

き
な
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
日
時　

７
月
２
日
（
火
）
午
前

9
時
30
分
～
正
午
（
受
付
午
前

９
時
15
分
～
30
分
）

●
場
所　

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学

校
（
〒
4
0
9

−

0
5
0
1

大
月
市
富
浜
町
宮
谷

1
4
9
7
）

●
申
込
期
限　

6
月
21
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
立

や
ま
び
こ
支
援
学
校
支
援
指
導

部
（
田
中
・
萩
原
・
鈴
木
）（
☎

23

−

１
９
４
３
）

●
日
時　

6
月
30
日
（
日
）
午
前

9
時
45
分
〜
11
時
45
分

●
場
所　

大
月
市
民
会
館
３
階
講

堂
●
対
象
者　

小
学
校
３
年
生
〜
中

学
生

※
付
添
い
の
保
護
者
も
参
観
可
能

●
内
容　

三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
の

お
話
、
記
念
撮
影
な
ど

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

富
士
・

東
部
教
育
事
務
所
地
域
教
育
支

援
ス
タ
ッ
フ
（
☎
45

−

7
8
4
1
）

●
日
時　

7
月
15
日
（
祝
）
〜
17

日（
水
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所　

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨

市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
者　

0
歳
児
〜
大
学
生

●
相
談
内
容　
「
き
こ
え
」
と
「
こ

と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

な
ど

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み

相
談
会
の
お
知
ら
せ

や
ま
び
こ
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
化
月
間
で
す

「
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
と

ふ
れ
合
う
会
」
の
お
知
ら
せ

※
完
全
個
別
予
約
制

●
申
込
期
限　

7
月
12
日
（
金
）

午
後
3
時

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
立

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

（

☎
0
5
5
3

−

22

−

１
3
7
8
）

●
日
時　

7
月
6
日
（
土
）、
7

日
（
日
）、
8
月
24
日
（
土
）、

25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

●
場
所　

県
立
盲
学
校
（
甲
府
市

下
飯
田
2

−

10

−

2
）

※
8
月
24
日（
土
）
は
、
富
士
河
口

湖
町
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

見
え
方
や
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方

●
相
談
内
容　

見
え
方
や
目
に
関

す
る
相
談
な
ど

●
申
込
方
法　

開
催
週
の
木
曜
日

ま
で
に
電
話
予
約

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後

5
時

●
費
用　

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
立

盲
学
校
「
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
吉
田
（
☎

0
5
5

−

2
2
6

−

3
3
6
1
）

夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

《上野原市立病院　6 月の外来診療のご案内》●問い合わせ市立病院（☎ 62 − 5121）

★婦人科外来を始めています。毎週火曜日の午前と午後の診察となります。
★ペイン外来は、木曜日の午前から火曜日午後の診察に変更しています。
●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の診察がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診察（常勤内科医が週交替で診察）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※ 1　原則、第 1、第 3 週は石金医師、第 2，第 4 週は、的野医師が診察を行います。
　※ 2　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 3　ペイン外来の火曜日の長嶺医師は、完全予約制です。
　※ 4　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制です。
　※ 5　眼科の金曜日の大野医師は、午前 10 時 00 分までに受付した患者様の診察となります。
　※ 6　西原診療所は第 1・3 週のみ診察を行います。
●診察予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります（表は 5 月 22 日現在の予定です）。

広報うえのはら、市ホームページに

広告を掲載しませんか
市では、「広報うえのはら」のくらしのガイド下段と、「市ホ

ームページ」のトップページに有料広告を掲載しています。み
なさんの会社やお店の宣伝にご利用ください。

なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、右の広告の大
きさが 1 枠となります。（一枠　縦 45.5㎜、横 85㎜）
●申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

有料広告

☆ 1 クラス少人数で、楽しく勉強しましょう。
☆定期テスト対策は、もちろんのこと看護学校受験や簿記検定

試験も OK
☆市内で一番古い塾だから、過去 40 年の実績はすごい！！
　詳しくはお問い合わせください。
●問い合わせ　川上塾（☎ 0554-62-3278）

過去 40 年の実績

学習塾生徒募集

対象者
　先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児
内　容
　父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行

うとともに、同地域の住民と友好親善を図り
ます。

参加費
　9 万円
実施地域
　アッツ島や旧ソ連、中国など 17 地域とビ

スマーク諸島、西部ニューギニア、マーシ
ャル・ギルバート諸島の特定地域

※日程等の詳細は、お問い合わせください。
※この事業は、厚生労働省から補助を受けて

実施しています。

●申込み・問い合わせ
　（財）山梨県遺族会（☎ 055 − 252−7664）

「戦没者遺児による慰霊友好
親善事業」の参加者募集
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《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。
掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。　企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）
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リンデン
 だより
上野原市立図書館
　  ☎63-5241

島田地区	 山口  茉
まあさ

紗さん（2歳 1か月）

	 恭弘さん記子さんの長女
“たくさん笑って大きくなろうね !!”

ベルマークを集めて

幡
は た の

野 多
た い

以さん

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム

朗読館 図書館朗読のつどい

タイトル名 「トムとジェリー」ほか「うみべのステラ」ほか 今月はお休みです ●内容『料理』
角田光代／作　ほか

開催日 6 月 8 日（土） 6 月 15 日（土） ー 6 月 22 日（土）

時　間 午前 10 時〜 10 時 50 分
午後 2 時〜 2 時 50 分 午後 2 時 30 分〜 ー 午後 1 時〜（場所は、も

みじホールです）
協　力 − たんぽぽ会 ー ー

島田地区	 山口楓
ふうま

真くん（4歳 5か月）

	 真也さん貴子さんの長男
“お友達いっぱいできるといいね☆”

このコーナーは、市内で頑張っている人、
輝いている人を紹介するコーナーです。

毎月掲載しているスマイルニュースは、今月号に限り 7 ﾍﾟｰｼﾞに掲載しています。
来月号は、通常どおりこのページに掲載します。
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報
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（
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門
）

県
内
初
の
読
売
新
聞
社
賞
受
賞

4
月
16
日
（
火
）、
公
益
社
団
法
人

日
本
広
報
協
会
が
主
催
す
る
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
の
総
合
審
査
会
が
行
わ

れ
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
映
像
部
門
に
山

梨
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
て
い
た
行

政
放
送
「
せ
い
だ
の
た
ま
じ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
み
ご
と
入
選
し
、
県
内
初
の

「
読
売
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
映
像
部
門
入
選
と
「
読
売
新

聞
社
賞
」
受
賞
と
い
う
結
果
は
、
県
内

の
過
去
の
受
賞
歴
（
平
成
元
年
）
か
ら

見
る
と
、
旧
小
淵
沢
町
の
総
務
大
臣
賞

に
次
ぐ
成
績
で
、
映
像
部
門
で
の
入
選

も
県
内
で
は
今
回
の
上
野
原
市
を
含
め

て
3
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

入
選
作
品
の
「
せ
い
だ
の
た
ま
じ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
市
若
手
職
員
有
志

が
郷
土
料
理
「
せ
い
だ
の
た
ま
じ
」
を

全
国
に
発
信
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指

す
内
容
で
、
市
が
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
製
作

を
委
託
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
行
政
放
送
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
入
選
団
体
の
表
彰
は
、
6
月

28
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る
、
第
50
回
全

国
広
報
広
聴
研
究
大
会
の
席
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
す
。
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全国広報コンクール（映像部門）
入選・読売新聞社賞受賞
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